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ＶＧ槻輪は、皆様のご支援とご協力を得て本年 11月

創設 15周年を迎えることになります。 

会報「VG槻輪だより」は、会が開放的で、会の活動を

わかり易くするため、創設と同時に発行し、平成 31年

1月に第 172号を発行することが出来ました。 

また「ＶＧ槻輪」のホームページも創設時に開設し、

現在までの全ての活動を図書館的な働きを持たせ、誰

でも、いつでも、どこからでも見る事が出来ます。 

ここまできましたのは、会員の皆様が、いつも活動に

ご協力して下さり、その活動報告をして頂いた結晶で

す。 本当に有難う御座います。 

 今年度も残り少なくなって来ましたが、皆様から頂

いた活動提案を最後まで完遂したいと思っています。 

 これから、新しい年度計画をいたしますので、皆様

方の建設的・具体的なご意見をお願いします。 

2019年も、ＶＧ槻輪の活動をイノベーションしましょう！ 

 なお今後の活動につきましては、会員の年齢等のこ

とも配慮して計画したいと考えています。 

これからもお互いに身体に気を付け、元気で活動に

参加して頂きますようお願い致します。 
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２０１９年２月度行事予定 

古い歴史を物語る神の宿るまち：上牧 

「高槻化成株式会社」見学 

月 日： 2019年2月14日（木） 

集 合：阪急上牧駅 改札出口 集合 

内 容：高槻化成株式会社 

その他：1) 雨天決行 

2) 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

 

２０１９年１月度行事予定 

大坂の中心地「天下の台所」のまち：大阪市天満 

「大阪くらしの今昔館」見学 

月 日： 2019年1月１6日（水曜日） 

集 合： 天神橋筋六丁目駅 北改札出口 集合 

訪問先： 大阪くらしの今昔館 

その他：1) 雨天決行 

2) 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

 

情報処理技術遺産と研究者達 

真空管式コンピュータの展示 待兼山修学館にて 

 新春のお慶びを申し上げます 

ＶＧ槻輪 会長 大岡 成一 
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